
〔運営交付金〕

様式第９号（第５条関係）

年 月 日

笠岡市長　殿

年 月

１　変更交付申請額 円

　 （交付金決算額）

　〔内訳〕 （単位：円）

２　交付金が減額変更になった理由

【添付書類】

（２）笠岡市魅力あるまちづくり交付金（運営交付金）収支決算書（様式第１１号）

（３）支払書類（レシート等）の原本

（４）事業の実施状況がわかる写真及び成果品

（５）その他参考となる書類　

令和 7 3 31

所 在 地 笠岡市六番町2-5岡山県備中県民局

協 議 会 名 番町地区まちづくり協議会

協議会長名 会長 中村　勝美

令和 6 年度笠岡市魅力あるまちづくり交付金（運営交付金）

変更申請書（兼）実績報告書

令和 6 4 1 日付け笠岡市指令協第 122 号で交付決定を受けた交付金に

ついて，次のとおり交付額の変更を申請します。併せて，次のとおり活動が完了したので，

笠岡市魅力あるまちづくり交付金交付要綱第５条の規定により関係書類を添えて報告します。

記

977,340

交付決定額（Ⅰ）
変更交付申請額（Ⅱ）

（交付金決算額）

返還額
（Ⅰ）－（Ⅱ）

1,215,000 977,340 237,660

（１）笠岡市魅力あるまちづくり交付金（運営交付金）活動実績明細書（様式第１０号）

広報誌発行回数が減ったため加算枠等が返還になったため。



〔運営交付金〕

様式第１０号（第５条関係）

　　　

協議会名

　　　※　会議の開催結果及び活動費の開催結果の区分欄は，適宜変更して使用すること。

令和 6 年度笠岡市魅力あるまちづくり交付金（運営交付金）活動実績明細書

番町地区まちづくり協議会

実施期間 令和 6 年4月1日　 から　 令和 7 年3月31日　 まで  

会議の種類 開催結果

総会
※または総会に準ずるもの

開催時期： ５ 月， 開催形式： 対面

その他会議 開催回数： 11 回 会議の種類：
理事会 6/1 6/28 7/24 7/31 8/27 9/17 10/29 11/19 2/1 
　　　2/25 3/18

活動名 活動実施による成果及び課題 具体的な活動内容

会
議
の

開
催
結
果

成
果

自分の事は自分で出来ることが少しでも長
く継続出来るため。健康維持の手助けにな
る。

課
題

地域の秋祭りなどの行事に活動的に参加し
てもらえるようになること。

成
果

交流の手助けとして高齢者の引きこもりを
少しでも防止するため。

課
題

１００歳体操と同様に地域の交流の場に積
極的に参加してもらえるようになること。

成
果

広報誌を発行することにより番町地区まち
づくり協議会の活動をより多くの方に知っ
てもらうため。

課
題

活動を知ってもらうことによって事業に参
加しやすくなる。

成
果

課
題

活
動
費
の
活
動
結
果

100歳体操
毎月第２第４金曜日開催
会場：番町コミュニティハウス
一回当たりの参加人数：20名程度

番町地区いき
いきサロン

月1回開催
会場：番町コミュニティハウス
一回当たりの参加人数：20名程度
内容：おやつ作り等

広報誌発行

①発行回数：1回　3月
②活動報告：1回
③配布は行政協力員に依頼　
  1100部（全世帯）
④HPに掲載　　　　　



〔運営交付金〕

　　　

　　　

活動名 活動実施による成果及び課題 具体的な活動内容

行政間連携事業

行政間連携事業

※　会議の開催結果及び活動費の開催結果の区分欄は，適宜変更して使用すること。

成
果

課
題

成
果

課
題

成
果

課
題

成
果

番町地区内で南海トラフ大地震による津波を想定し
た高台への一斉避難訓練を行うことにより防災への
意識づけとなった。研修により防災についての知識
を得ることが出来た。

課
題

実際に避難したことで避難場所の設定やルート、高
齢者の誘導などいろいろな課題が見え、その対処法
を検討する必要がある。

成
果

課
題

活
動
費
の
活
動
結
果

南海トラフ地震による巨大津波が起きた場合
の地区内一斉避難訓練及び防災の研修
日時：3月2日（日）9：00～12：30
場所：各町内会指定高台避難場所及び
笠岡市立中央小学校体育館
参加人員：約100名
外部協力者：笠岡市危機管理課、笠岡市立中
央小学校
内部協力団体：笠岡消防団2部、番町婦人防
火クラブ、各町内会、番町ｺﾐｭﾆﾃｨ推進協議会

防災事業



〔運営交付金〕

様式第１１号（第５条関係）

　　　

協議会名

【収入の部】 （単位：円）

回

【支出の部】 （単位：円）

修繕料

市交付金の返還額

（Ⅰ）　－　（Ⅱ）

※　収入及び支出の区分欄は，適宜変更して使用すること。

令和 6 年度笠岡市魅力あるまちづくり交付金（運営交付金）収支決算書

番町地区まちづくり協議会

費　　目 予算額 決算額 差引 摘　　要

市交付金(①＋②） (Ⅰ) 1,215,000 1,215,000 1,215,000

①市交付金 1,012,000 1,012,000 0

②市交付金加算枠 203,000 203,000 0

広報発行数：年 1

交付金の種類： 運営 交付金

策定期間：

交付金の種類： 交付金

行政間連携事業 153,000 153,000 0 防災事業

その他収入 0 0 0

0

0

0

0

計 1,215,000 1,215,000 0

費　　目 予算額 決算額 差引 摘　　要

人件費 567,000 414,318 152,682 別紙「【運営費】出納簿」のとおり

賃借料 0 0 〃

光熱水費 0 0 〃

運営費 209,000 393,499 △ 184,499

消耗品費 83,000 90,432 △ 7,432 別紙「【運営費】出納簿」のとおり

食糧費 38,000 33,164 4,836 〃

印刷製本費 0 0 〃

0 0 〃

通信運搬費 63,000 56,603 6,397 〃

手数料 2,000 1,500 500 〃

使用料及び賃借料 23,000 13,800 9,200 〃

備品購入費 198,000 △ 198,000 〃

0 0 〃

活動費 439,000 169,523 269,477

100歳体操 36,000 16,210 19,790 別紙「【活動費】積算資料①」のとおり

番町地区いきいきサロン 15,000 34,650 △ 19,650 別紙「【活動費】積算資料②」のとおり

広報誌発行 235,000 71,445 163,555 別紙「【活動費】積算資料③」のとおり

0 0 別紙「【活動費】積算資料④」のとおり

0 0 別紙「【活動費】積算資料⑤」のとおり

0 0 別紙「【活動費】積算資料⑥」のとおり

0 0 別紙「【活動費】積算資料⑦」のとおり

行政間連携事業 153,000 47,218 105,782

防災事業 153,000 47,218 105,782 別紙「【活動費(行政間連携)】積算資料⑩」のとおり

0 0 別紙「【活動費(行政間連携)】積算資料⑪」のとおり

0

0

　　決算額のうち市交付金分

(Ⅱ) 977,340

237,660 円

広報活動 50,000 50,000 0

まちづくり計画策定 0 0

計 1,215,000 977,340 237,660



〔事務様式２〕

№ 年 月 日 支出額 支出累計
1 6 6 7 38,419 38,419
2 6 7 2 39,140 77,559
3 6 8 2 43,260 120,819
4 6 9 5 38,574 159,393
5 6 10 1 37,080 196,473
6 6 11 1 38,625 235,098
7 6 12 2 38,625 273,723
8 6 1 6 37,080 310,803
9 7 2 3 33,990 344,793
10 7 3 3 30,900 375,693
11 7 3 31 38,625 414,318
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40

414,318

出     納     簿

支払先 摘　　　要
事務員 事務員　給与　5月分
事務員 事務員　給与　6月分
事務員 事務員　給与　7月分
事務員 事務員　給与　8月分
事務員 事務員　給与　9月分
事務員 事務員　給与　10月分
事務員 事務員　給与　11月分
事務員 事務員　給与　12月分
事務員 事務員　給与　1月分
事務員 事務員　給与　2月分
事務員 事務員　給与　3月分

No.1　小　計　　

交付金区分 運営交付金

活動名 運営費

費目 人件費

No. 1



〔事務様式２〕

№ 年 月 日 支出額 支出累計
1 6 5 15 918 918
2 6 5 19 220 1,138
3 6 5 19 962 2,100
4 6 5 23 550 2,650
5 6 6 1 470 3,120
6 6 6 4 162 3,282
7 6 6 15 220 3,502
8 6 6 13 742 4,244
9 6 7 5 46,200 50,444
10 6 7 5 2,750 53,194
11 6 7 5 4,840 58,034
12 6 7 13 258 58,292
13 6 8 6 280 58,572
14 6 8 17 550 59,122
15 6 11 13 3,410 62,532
16 7 3 5 1,500 64,032
17 7 3 12 23,100 87,132
18 7 3 12 3,300 90,432
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40

90,432

出     納     簿

支払先 摘　　　要
ユーホー ファイル、乾電池
セリア トレイ、仕切り
ユーホー ペン、ファイル
セリア ファイル、仕切り
ユーホー クリヤーポケット
ユーホー クラフトテープ
セリア ＣＤボックス
ユーホー 封筒
ナガヤス カートリッジ
ナガヤス コピー用紙
ナガヤス 用紙
ユーホー ファイル
ユーホー マジック
セリア 仕切り
ナガヤス コピー用紙
丸一商事 紙袋
ナガヤス カートリッジ
ナガヤス コピー用紙

No.1　小　計　　

交付金区分 運営交付金

活動名 運営費

費目 需用費 消耗品費

No. 1



〔事務様式２〕

№ 年 月 日 支出額 支出累計
1 6 5 10 4,276 4,276
2 6 5 30 1,762 6,038
3 6 7 16 4,276 10,314
4 6 7 25 2,138 12,452
5 6 7 26 2,138 14,590
6 6 8 26 2,138 16,728
7 6 10 28 1,922 18,650
8 6 11 19 3,888 22,538
9 6 12 13 831 23,369
10 6 12 15 2,045 25,414
11 6 12 17 945 26,359
12 6 12 20 945 27,304
13 6 12 21 315 27,619
14 7 2 1 1,762 29,381
15 7 2 23 1,762 31,143
16 7 3 16 2,021 33,164
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40

33,164

出     納     簿

支払先 摘　　　要
ニシナ お茶
ニシナ お茶
ニシナ お茶
ニシナ お茶
ニシナ お茶
ニシナ お茶
ニシナ お茶
ニシナ お茶
ハピーズ ジュース
ザグザグ ジュース
ザグザグ ジュース
ザグザグ ジュース
ザグザグ ジュース
ニシナ お茶
ニシナ お茶
ニシナ お茶

No.1　小　計　　

交付金区分 運営交付金

活動名 運営費

費目 需用費 食糧費

No. 1



〔事務様式２〕

№ 年 月 日 支出額 支出累計
1 6 4 10 4,705 4,705
2 6 5 10 4,688 9,393
3 6 6 10 4,689 14,082
4 6 7 10 4,698 18,780
5 6 8 13 4,750 23,530
6 6 9 10 4,876 28,406
7 6 10 10 4,706 33,112
8 6 11 11 4,709 37,821
9 6 12 10 4,706 42,527
10 7 1 10 4,689 47,216
11 7 2 10 4,698 51,914
12 7 3 10 4,689 56,603
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40

56,603

出     納     簿

支払先 摘　　　要
ゆめネット ネット利用　4月分
ゆめネット ネット利用　5月分
ゆめネット ネット利用　6月分
ゆめネット ネット利用　7月分
ゆめネット ネット利用　8月分
ゆめネット ネット利用　9月分
ゆめネット ネット利用　10月分
ゆめネット ネット利用　11月分
ゆめネット ネット利用　12月分
ゆめネット ネット利用　1月分
ゆめネット ネット利用　2月分
ゆめネット ネット利用　3月分

No.1　小　計　　

交付金区分 運営交付金

活動名 運営費

費目 役務費 通信運搬費

No. 1



〔事務様式２〕

№ 年 月 日 支出額 支出累計
1 6 5 15 1,500 1,500
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40

1,500

出     納     簿

支払先 摘　　　要
笠岡市民活動支援センター 団体登録料

No.1　小　計　　

交付金区分 運営交付金

活動名 運営費

費目 役務費 手数料

No. 1



〔事務様式２〕

№ 年 月 日 支出額 支出累計
1 7 3 19 6,600 6,600
2 7 3 19 7,200 13,800
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40

13,800

出     納     簿

支払先 摘　　　要
番町ｺﾐｭﾆﾃｨ推進協議会 番町ｺﾐｭﾆｨﾃｨﾊｳｽ使用料（理事会）

番町ｺﾐｭﾆﾃｨ推進協議会 番町ｺﾐｭﾆｨﾃｨﾊｳｽ使用料（理事会）

No.1　小　計　　

交付金区分 運営交付金

活動名 運営費

費目 使用料及び賃借料

No. 1



〔事務様式２〕

№ 年 月 日 支出額 支出累計
1 7 3 12 60,500 60,500
2 7 3 21 137,500 198,000
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40

198,000

出     納     簿

支払先 摘　　　要
ナガヤス プリンター
ナガヤス パソコン

No.1　小　計　　

交付金区分 運営交付金

活動名 運営費

費目 備品購入費

No. 1



活動名

事業費計 円

報償費

旅費

需用費

100歳体操

16,210

内　容 金　額 積　算

記入例）講師謝礼 50,000 10,000円×5回

計 0

内　容 金　額 積　算

記入例）アドバイザー旅費 15,400 岡山駅⇔笠岡駅　1,540円×10回＝15,400円

計 0

内　容 金　額 積　算

記入例）飲料費 8,000 作業用お茶代100円×20人×4回

飲料費 910 飲料水500mℓペットボトル24本　1箱

計 910



役務費

使用料及び賃借料

備品購入費

※欄が足りない場合は協働のまちづくり課へ連絡ください。

内　容 金　額 積　算

記入例）ハガキ代 5,040 連絡用ハガキ63円×20人×4回＝5,040円

計 0

内　容 金　額 積　算

記入例）集会所使用料 5,000 500円×10回＝5,000円

会場使用料 7,200 300円×2時間×2回＋750円×2時間×4回＝7,200円

会場使用料 8,100 300円×2時間×1回＋750円×2時間×5回＝8,100円

計 15,300

内　容 金　額 積　算

記入例）動画撮影用ハンディーカメラ 31,818 ソニー デジタルビデオカメラ 31,818円×1台

計 0

内　容 金　額 積　算

計 0

内　容 金　額 積　算

計 0



活動名

事業費計 円

報償費

旅費

需用費

番町地区いきいきサロン

34,650

内　容 金　額 積　算

記入例）講師謝礼 50,000 10,000円×5回

計 0

内　容 金　額 積　算

記入例）アドバイザー旅費 15,400 岡山駅⇔笠岡駅　1,540円×10回＝15,400円

計 0

内　容 金　額 積　算

記入例）飲料費 8,000 作業用お茶代100円×20人×4回

計 0



役務費

使用料及び賃借料

備品購入費

※欄が足りない場合は協働のまちづくり課へ連絡ください。

内　容 金　額 積　算

記入例）ハガキ代 5,040 連絡用ハガキ63円×20人×4回＝5,040円

計 0

内　容 金　額 積　算

記入例）集会所使用料 5,000 500円×10回＝5,000円

会場使用料 16,650 300円×3時間×3回　300円×2時間×2回　750円×3時間×3回　750円×2時間×4回

会場使用料 18,000 300円×3時間×1回　300円×2時間×1回　750円×3時間×4回　750円×2時間×5回

計 34,650

内　容 金　額 積　算

記入例）動画撮影用ハンディーカメラ 31,818 ソニー デジタルビデオカメラ 31,818円×1台

計 0

内　容 金　額 積　算

計 0

内　容 金　額 積　算

計 0



活動名

事業費計 円

報償費

旅費

需用費

広報誌発行

71,445

内　容 金　額 積　算

記入例）講師謝礼 50,000 10,000円×5回

計 0

内　容 金　額 積　算

記入例）アドバイザー旅費 15,400 岡山駅⇔笠岡駅　1,540円×10回＝15,400円

計 0

内　容 金　額 積　算

記入例）飲料費 8,000 作業用お茶代100円×20人×4回

トナー 68,145 トナー　ブラック16,170円　シアン17,325円　マゼンタ17,325円　イエロー17,325円　

コピー用紙 3,300 コピー用紙

計 71,445



役務費

使用料及び賃借料

備品購入費

※欄が足りない場合は協働のまちづくり課へ連絡ください。

内　容 金　額 積　算

記入例）ハガキ代 5,040 連絡用ハガキ63円×20人×4回＝5,040円

計 0

内　容 金　額 積　算

記入例）集会所使用料 5,000 500円×10回＝5,000円

計 0

内　容 金　額 積　算

記入例）動画撮影用ハンディーカメラ 31,818 ソニー デジタルビデオカメラ 31,818円×1台

計 0

内　容 金　額 積　算

計 0

内　容 金　額 積　算

計 0



活動名

事業費計 円

報償費

旅費

需用費

防災事業 （行政間連携事業加算対象）

47,218

内　容 金　額 積　算

記入例）講師謝礼 50,000 10,000円×5回

計 0

内　容 金　額 積　算

記入例）アドバイザー旅費 15,400 岡山駅⇔笠岡駅　1,540円×10回＝15,400円

計 0

内　容 金　額 積　算

記入例）飲料費 8,000 作業用お茶代100円×20人×4回

ｺﾋﾟｰ用紙 2,750 1箱

ﾄﾅｰ代 22,000 2個

飲料費 9,468 参加者お茶代　5箱　120人分

計 34,218



役務費

使用料及び賃借料

備品購入費

※欄が足りない場合は協働のまちづくり課へ連絡ください。

内　容 金　額 積　算

記入例）ハガキ代 5,040 連絡用ハガキ63円×20人×4回＝5,040円

計 0

内　容 金　額 積　算

記入例）集会所使用料 5,000 500円×10回＝5,000円

番町ｺﾐｭﾆﾃｨﾊｳｽ使用料 3,000 750円×2時間×2回＝3,000円

PA代 10,000 10,000円

計 13,000

内　容 金　額 積　算

記入例）動画撮影用ハンディーカメラ 31,818 ソニー デジタルビデオカメラ 31,818円×1台

計 0

内　容 金　額 積　算

計 0

内　容 金　額 積　算

計 0



〔運営交付金〕

（ 令和 年度 ）

※評価点について

6 No.1

地域の子供から高齢者まで幅広い世代の意見をきいて活動を計画することができたか。 2
活動に参加するみんなで話し合い活動計画を立てることができたか。 4
活動計画の目的・効果・内容などを地域住民に周知・共有できたか。
（活動の経費・理由・内容など） 3
計画段階からより多くの住民や団体が活動に参加できるような呼びかけができたか。
（広報手段・日程調整など） 3
活動中、地域住民が積極的に参加できる環境づくりができたか。
（男女共同参画の推進，地域の若者などに対して活動参加への積極的な呼びかけなど） 3
活動中、参加者や協力団体とお互いの特性を活かした役割分担ができたか。 4
活動中、地域住民や協力団体と協力して活動を進められたか。 4
活動の進み具合に応じて、臨機応変に対応できたか。 4
活動終了後、活動の成果や課題についてみんなで話し合うことができたか。 4
地域のニーズに合致した活動ができたか。 4
活動の成果や課題を共有し、今後の活動に向けて話し合うことができたか。 4
活動をとおして、地域の中でまちづくり協議会の周知と理解を深めることができたか。 4
活動終了後、活動の成果や課題を地域に地域に向けて周知することができたか。 2

４：よくできた　３：まあまあできた　２：あまりできなかった　１：全くできなかった

活動の成果 現状と課題

今後の活動の方向性・改善策

自己評価シート

協議会名 番町地区まちづくり協議会

活動名 100歳体操

活動目的

自分の事は自分で出来る事が少しでも長くかなえるため。健康維持の手助けになる。

活動内容

毎月第２第４金曜日開催
会場：番町コミュニティハウス
一回当たりの参加人数：20名程度

活動段階 評価項目 評価点

計画段階

実施段階

振り返り

自分の事は自分で出来ることが少しでも長く継続出来るため。健
康維持の手助けになる。

地域の秋祭りなどの行事に活動的に参加してもらえるようになるこ
と。

広報活動を行い周知徹底を図る。



〔運営交付金〕

（ 令和 年度 ）

※評価点について

6 No.2

地域の子供から高齢者まで幅広い世代の意見をきいて活動を計画することができたか。 2
活動に参加するみんなで話し合い活動計画を立てることができたか。 4
活動計画の目的・効果・内容などを地域住民に周知・共有できたか。
（活動の経費・理由・内容など） 4
計画段階からより多くの住民や団体が活動に参加できるような呼びかけができたか。
（広報手段・日程調整など） 4
活動中、地域住民が積極的に参加できる環境づくりができたか。
（男女共同参画の推進，地域の若者などに対して活動参加への積極的な呼びかけなど） 3
活動中、参加者や協力団体とお互いの特性を活かした役割分担ができたか。 3
活動中、地域住民や協力団体と協力して活動を進められたか。 3
活動の進み具合に応じて、臨機応変に対応できたか。 4
活動終了後、活動の成果や課題についてみんなで話し合うことができたか。 3
地域のニーズに合致した活動ができたか。 4
活動の成果や課題を共有し、今後の活動に向けて話し合うことができたか。 3
活動をとおして、地域の中でまちづくり協議会の周知と理解を深めることができたか。 3
活動終了後、活動の成果や課題を地域に地域に向けて周知することができたか。 3

４：よくできた　３：まあまあできた　２：あまりできなかった　１：全くできなかった

活動の成果 現状と課題

今後の活動の方向性・改善策

自己評価シート

協議会名 番町地区まちづくり協議会

活動名 番町地区いきいきサロン

活動目的

交流の手助けとして高齢者の引きこもりを少しでも防止するため。

活動内容

月1回開催
会場：番町コミュニティハウス
一回当たりの参加人数：20名程度
内容：おやつ作り等

活動段階 評価項目 評価点

計画段階

実施段階

振り返り

交流の手助けとして高齢者の引きこもりを少しでも防止するた
め。

１００歳体操と同様に地域の交流の場に積極的に参加してもらえるよ
うになること。

100歳体操と同様に広報活動が不足していたためか参加人数が少なかった。広報活動を行い周知徹底してい
く。



〔運営交付金〕

（ 令和 年度 ）

※評価点について

6 No.3

地域の子供から高齢者まで幅広い世代の意見をきいて活動を計画することができたか。 2
活動に参加するみんなで話し合い活動計画を立てることができたか。 3
活動計画の目的・効果・内容などを地域住民に周知・共有できたか。
（活動の経費・理由・内容など） 2
計画段階からより多くの住民や団体が活動に参加できるような呼びかけができたか。
（広報手段・日程調整など） 2
活動中、地域住民が積極的に参加できる環境づくりができたか。
（男女共同参画の推進，地域の若者などに対して活動参加への積極的な呼びかけなど） 3
活動中、参加者や協力団体とお互いの特性を活かした役割分担ができたか。 2
活動中、地域住民や協力団体と協力して活動を進められたか。 2
活動の進み具合に応じて、臨機応変に対応できたか。 3
活動終了後、活動の成果や課題についてみんなで話し合うことができたか。 3
地域のニーズに合致した活動ができたか。 2
活動の成果や課題を共有し、今後の活動に向けて話し合うことができたか。 3
活動をとおして、地域の中でまちづくり協議会の周知と理解を深めることができたか。 3
活動終了後、活動の成果や課題を地域に地域に向けて周知することができたか。 2

４：よくできた　３：まあまあできた　２：あまりできなかった　１：全くできなかった

活動の成果 現状と課題

今後の活動の方向性・改善策

自己評価シート

協議会名 番町地区まちづくり協議会

活動名 広報誌発行

活動目的

広報誌を発行することにより番町地区まちづくり協議会の活動をより多くの方に知ってもらう為

活動内容

①発行回数：1回　3月
②活動報告：1回
③配布は行政協力員に依頼　
  1100部（全世帯）
④HPに掲載

活動段階 評価項目 評価点

計画段階

実施段階

振り返り

広報誌を発行することにより番町地区まちづくり協議会の活動を
より多くの方に知ってもらうため。

活動を知ってもらうことによって事業に参加しやすくなる。

今年度は1回の発行にしかならなかった。来年度は計画どおり年4回の発行を行い、番町地区まちづくり協議会
の活動をより多くの方に広めていきたい。



〔運営交付金〕

（ 令和 年度 ）

※評価点について

6 No.8

地域の子供から高齢者まで幅広い世代の意見をきいて活動を計画することができたか。 3
活動に参加するみんなで話し合い活動計画を立てることができたか。 4
活動計画の目的・効果・内容などを地域住民に周知・共有できたか。
（活動の経費・理由・内容など） 4
計画段階からより多くの住民や団体が活動に参加できるような呼びかけができたか。
（広報手段・日程調整など） 3
活動中、地域住民が積極的に参加できる環境づくりができたか。
（男女共同参画の推進，地域の若者などに対して活動参加への積極的な呼びかけなど） 4
活動中、参加者や協力団体とお互いの特性を活かした役割分担ができたか。 4
活動中、地域住民や協力団体と協力して活動を進められたか。 4
活動の進み具合に応じて、臨機応変に対応できたか。 4
活動終了後、活動の成果や課題についてみんなで話し合うことができたか。 4
地域のニーズに合致した活動ができたか。 4
活動の成果や課題を共有し、今後の活動に向けて話し合うことができたか。 4
活動をとおして、地域の中でまちづくり協議会の周知と理解を深めることができたか。 4
活動終了後、活動の成果や課題を地域に地域に向けて周知することができたか。 3

４：よくできた　３：まあまあできた　２：あまりできなかった　１：全くできなかった

活動の成果 現状と課題

今後の活動の方向性・改善策

自己評価シート（行政間連携事業）

協議会名 番町地区まちづくり協議会

活動名 防災事業

活動目的

大型台風が大潮の満潮時に笠岡付近を通過する想定で夜間に一斉避難訓練を行うことで、番町地区の住民、町内会、各種団体
に、災害への危機感、事前準備の必要性を植え付けることと住民同士の連帯感を得ることを目的とする。

活動内容

南海トラフ地震による巨大津波が起きた場合の地区内一斉避難訓練及び防災の研修
日時：3月2日（日）9：00～12：30
場所：各町内会指定高台避難場所及び笠岡市立中央小学校体育館
参加人員：約100名　　　外部協力者：笠岡市危機管理課、笠岡市立中央小学校、内部協力団体：笠岡消防団2部、番町婦人防火
クラブ、各町内会、番町ｺﾐｭﾆﾃｨ推進協議会

活動段階 評価項目 評価点

計画段階

実施段階

振り返り

番町地区内で南海トラフ大地震による津波を想定した高台への
一斉避難訓練を行うことにより防災への意識づけとなった。研修
により防災についての知識を得ることが出来た。

実際に避難したことで避難場所の設定やルート、高齢者の誘導など
いろいろな課題が見え、その対処法を検討する必要がある。

今後も今回のように実際に起こった時に沿った訓練を行なう。
今回の課題で見えてきた高齢者の対応や避難場所の設定、ルート等を再検討する。


